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行 政 報 告

第２回町議会定例会にあたり行政報告を申し上げます。

はじめに、令和４年度各会計の出納閉鎖による決算見込みについて申

し上げます。

一般会計は、１億９,６９４万３千円の繰越しとなりました。

歳入は､令和５年度への繰越明許費分を除いた予算に対して７８８万

３千円の減となりましたが、町税は予算に対し４,５６０万７千円の増

となり､歳出は､繰越明許費分を除いた実質の不用額は１億７,４２４万

５千円となっております。

後期高齢者医療特別会計は、７５万３千円の繰越しとなりました。

国民健康保険特別会計は、国民健康保険事業費納付金などの減により、

２,５３０万３千円の繰越しとなりました。

介護保険特別会計は、介護保険給付費などの減により、７,４０６万

２千円の繰越しとなりました。介護保険給付費に係る交付金等は翌年度

に精算されることから、精算額が確定しだい議会へ補正予算を提案いた

します。

公共下水道事業特別会計は、経費の節減に努める中、各支出科目の不

用額の発生などにより、１,６２１万９千円の繰越しとなりました。

ガス事業会計は、年間ガス販売量が前年度同量の１８万９千立方メー

トルでしたが、原料費調整制度の調整上限額廃止等に伴いガス売上は１

２４万円の増収となりました。

事業収支では、経費の節減に努めて若干の改善はありましたが、原料

費等が大幅増となったことから、１,９３９万５千円の当年度純損失と

なっております。
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この当年度純損失を前年度繰越欠損金４億３,４９６万３千円に加え

ますと、当年度未処理欠損金は４億５,４３５万８千円となります。

水道事業会計は、年間給水量が前年度対比１万立方メートル減の５６

万立方メートルとなり、給水収益は１３３万６千円の減収となりました。

事業収支では、経費の節減等により２,００８万９千円の当年度純利

益となっております。

病院事業会計は、前年度に比較し入院患者数は３.２パーセントの減

少となり、入院収益は９８５万５千円の減収となりました。外来患者数

は２.７パーセントの増加となり、外来収益は１,１２９万６千円の増収

となりました。

支出では、前年度に比べ医業費用が２,３３３万４千円の増加、医業

外費用は２４万５千円の増加となっております。

事業収支では、一般会計から３億８,０００万円の補助金を繰入れた

ものの、３,２５９万９千円の当年度純損失となり、この当年度純損失

を前年度繰越欠損金５億２,３１５万３千円に加えますと、当年度未処

理欠損金は５億５,５７５万２千円となります。

なお、各会計の詳細につきましては決算上程の際に関係資料を提出い

たします。

次に、水柱対策について申し上げます。

近隣にお住まいの方々への支援につきましては、道内外の企業や個人

からいただいた寄附金をもとに、水柱の騒音等により精神的苦痛を生じ

た方に対する見舞金の支給、噴出水により住宅被害を受けた住宅所有者

に対する修繕費用の一部補助を実施するため、関連する費用について補

正予算を本定例会に提案いたしております。

Ｒ５号井対策工事につきましては、水柱噴出停止後の井戸調査等にお

いて地層の崩落・埋没が確認されており、水柱噴出の主な原因と考えら

れるガスの湧出深度、噴出停止要因、その他の影響等を解明するため、

専門家の助言をいただきながら地域の安全に配慮しつつ、令和６年３月

13日までの工期で施工中であります。
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次に、「ゼロカーボンシティ長万部」宣言について申し上げます。

2020年10月、国は「2050年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼ

ロにする、2050年カーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すこ

と」を宣言しました。

本町においても再生可能エネルギーの導入、脱炭素社会の推進のため、

令和４年度には、役場庁舎及び学習文化センターに太陽光発電設備と蓄

電池を設置し、さらに令和５年度中には、公用車として電気自動車を導

入し、庁舎内地下駐車場に充電設備を設置予定であり、また、公共施設

照明のＬＥＤ化事業を実施するなど、脱炭素の推進を図っております。

今後は、地球温暖化の問題に地域レベルで貢献するため、2050年まで

に二酸化炭素排出量実質ゼロを目指す「ゼロカーボンシティ長万部」を

宣言し、長期的な視点で取り組んでまいります。

次に、ふるさと納税について申し上げます。

長万部町まちづくり基金条例による、ふるさと納税の令和４年度の取

組といたしまして、主要返礼品の掲載写真等の強化や新規返礼品の発掘、

新規事業者の拡充などを図ったこともあり、令和４年度の寄附状況は、

６,７３３件、１億１,２９８万円と過去最高を更新し、前年度と比較し、

約６,０００万円の増額となりました。

今後は、返礼品等のさらなる充実を図るとともに、町を応援してもら

うための取組を強化しながら、ふるさと納税による寄附の拡大を目指し

てまいります。

さらに、令和４年度の企業版ふるさと納税につきましては、寄附事業

プロジェクトに対し、１５件、６６０万円の寄附実績となりました。

次に、ＪＲ中ノ沢駅の存廃について申し上げます。

ＪＲ北海道では、極端に利用の少ない駅の存廃などの見直しを進めて

おりますが、利用実態などからＪＲ中ノ沢駅が該当しており、令和６年

３月のダイヤ改正による廃止に向けた協議の申し入れがありました。
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このことから、地域住民のみなさまと直接対話し、ご意見やご要望を

把握するため、「ＪＲ中ノ沢駅の存廃に関する説明会」を地域で開催し、

方向性を決定してまいります。

次に、北海道新幹線関係について申し上げます。

現在、町内では５つのトンネル工事が施工中で、５月１日現在におい

て４箇所のトンネルが掘削中であります。

立岩トンネルのルコツ工区では、本坑５,０００メートルのうち４,８

８５メートルが、豊津工区では、本坑２,０６５メートルのうち１,６６

２メートルが、豊野トンネル外１箇所では、豊野トンネルと幌内トンネ

ルの本坑２,１６５メートルのうち豊野トンネルの掘削が完了し、５月16

日に貫通式が執り行われたところであり、引き続き、幌内トンネルを掘

削中であります。

また、内浦トンネルの静狩工区では、本坑５,５７０メートルのうち

３,５８６メートルが掘削されております。

さらに、地上部の明かり区間につきましては、国縫高架橋、中ノ沢高

架橋、平里高架橋、栄原高架橋、共立路盤、静狩路盤の各工事は既に発

注済みであり、現場事務所や作業員宿舎、工事用道路の準備などが進め

られております。

次に、新幹線長万部駅前周辺整備について申し上げます。

町が委嘱した長万部高校生を中心とした駅デザイン検討委員会におい

て、新幹線駅の高架下の利用方法について昨年から検討を進めてまいり

ましたが、２月24日に学習文化センターで住民説明会を開催し、出席し

た約８０名の方々に対して、高校生の委員４名から高架下滞留空間の基

本構想について提言がありました。

町では、この提言を参考に滞留空間の広さや利用方法をまとめた基本

計画を作成いたしましたので、今後、町広報や住民説明会などで説明し、

より具体的な施設や設備の要望などについて住民意見を広く求めてまい

ります。
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次に、町道本通線外の道道昇格について申し上げます。

町道本通線の一部などが道道長万部公園線の道路区域の変更により、

４月４日付けで道道に昇格しました。

新たに道道となった区間は、町道本通線の一部で国道３７号線交点か

ら駅前まで、町道大町一号線の駅前から国道５号線、消防署前までであ

ります。

町では、新幹線開業を見越した駅前周辺整備を見据えて、平成19年か

ら毎年、北海道に道道昇格を要望してきたところであり、この度の昇格

により北海道による東口駅前広場の整備と街路拡幅について、より現実

的なものとなってきたところであります。今後、町では関連する都市計

画決定や土地区画整理事業の準備や手続きを進めてまいります。

次に、新型コロナウイルスワクチン接種事業について申し上げます。

６５歳以上の高齢者、１２歳から６４歳までの基礎疾患を有する方、

医療従事者及び高齢者施設の従事者等を対象とした令和５年春開始接種

は、５月に町内の高齢者施設等４施設において入所者及び職員の接種を

完了しており、現在は、福祉センターを会場とした集団接種を６月中旬

完了予定で実施しております。

次に、老人福祉関係について申し上げます。

８０歳以上の高齢者や心身に重度の障害を持つ方が、社会参加や日常

生活の中で、タクシーを交通手段の一つとして容易に利用できるよう料

金の一部を助成しておりますタクシーチケットは、４月５日から役場窓

口で、11日には国縫・中ノ沢・双葉・静狩の各会館に出向き交付を行い

ました。５月末までの対象件数は７６８件で、交付件数は６８０件、約

８９パーセントの交付率であります。

６０歳以上の高齢者を対象とした町内温泉施設の入浴料金助成事業

は、タクシーチケットの交付日と同日の４月５日から受付を開始してお

り、５月末までの対象件数は２,５３７件で、交付件数は９２５件、約

３６パーセントの交付率であります。
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次に、児童福祉関係について申し上げます。

４月１日にさかえ保育所の入所式を行い、今年度の入所児童数は、定

員６０名に対し２７名の入所となっております。

一時保育事業の４月の利用はなく、小学校低学年児童受入事業の利用

は、１・２年生が４名で延べ２６日間、保育所に併設している地域子育

て支援センターは、延べ４６組で１０６名の親子の利用となっております。

放課後児童健全育成委託事業の学童保育所「ななかまど」は、現在、

小学１年生１名、２年生１名、３年生２名、４年生２名、５年生３名の

計９名の入所となっております。

認定こども園である「長万部マリア幼稚園」の今年度の入園児童数は、

利用定員６０名に対し４０名の入園となっております。

また、４月から認可保育所に移行した「いずみ保育園」の今年度の入

園児童数は、利用定員４２名に対し１４名の入園となっております。

次に、生活環境関係について申し上げます。

令和４年度の本町のゴミ収集総量は、１,８８５トンで、前年度と比

較して３２トンの減となっております。

渡島廃棄物処理広域連合に排出した可燃ゴミの量は、１,５４７トン

で、前年度と比較し３９トンほど減少いたしました。

ゴミ減量化の一環としては、小型家電は役場内に、廃食用油は各会館

等に無料回収ボックスを設置し、衣類につきましては各地域等へ年２回

の巡回無料回収と役場内担当窓口での随時無料回収を行っております。

今後もゴミの減量には、町民一人ひとりの意識と実行が欠かせないた

め、ゴミの分別排出にもご協力いただくよう一層の啓発に努めてまいり

ます。

次に、低所得世帯支援給付事業について申し上げます。

エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者を支援す

るため、物価高騰の負担感が大きい低所得世帯に対し、低所得世帯支援

給付金を給付することになりました。
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令和５年度分の市町村民税均等割が非課税である世帯に対し、１世帯

あたり３万円が支給されますので、関連する費用について補正予算を本

定例会に提案しており、速やかに支給できるよう準備を進めております。

次に、農業関係について申し上げます。

家畜の主たる飼料作物である牧草につきましては、昨年より10日あま

り雪解けも早く、４月及び５月の平均気温も例年に比べて高く推移し、

５月24日現在の作況状況では、適度な降雨と気温により生育は順調に進

んでおります。また、サイレージ用とうもろこしについても播種作業が

平年より早めに進んでおります。

牧野事業では、足腰の強い優良な後継牛の育成や生産コストの低減と

酪農経営の安定を図るため、公共牧場の運営事業を行っておりますが、

入牧予定牛の事前検査やワクチン投与等を行い、牧場内での牛ウイルス

性下痢等感染防止に努めております。

入牧状況は、町内酪農家の飼育牛は４月28日に共立牧場へ２１０頭、

５月８日に蕨岱牧場へ１２２頭を入牧いたしました。共立牧場は、入牧

頭数に余裕があるため、今年度も豊浦町及び洞爺湖町の酪農家の飼育牛

の預託を受け入れ、５月12日に１０８頭の入牧が終了し、合計４４０頭

が入牧しております。

また、公共牧場及び個別経営体において、植生改善による良質な自給

飼料生産や暗渠排水整備等による機能向上のため、道営草地整備事業の

測量設計を予定しております。なお、着工は令和６年度になります。

生乳生産量は、１月から４月までで３,０３４トン、乳代は２億８,３

１８万円となり、前年に比較し、生乳生産量は２５トンの減となりまし

たが、乳代では７９８万円の増となっております。

黒毛和牛の１月から４月までの販売頭数は６１頭、販売金額は４,０

１３万円となり、前年に比較し、販売頭数で９頭の増となり、販売金額

でも６１万円の増となっております。

次に、有害鳥獣駆除対策について申し上げます。

有害鳥獣駆除対策は、長万部町鳥獣被害防止対策協議会が中心となり、

関係機関と連携を図りながら、効果的な被害防止対策を実施しております。
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ヒグマや近年個体数が急増しているエゾシカ、特定外来生物であるアラ

イグマなどが林業や農業へ被害をもたらしていることから、総合的に対

処するため、今年度も引き続き「鳥獣被害防止対策事業」を同協議会に

委託し、ハンターによる巡回の徹底や有害鳥獣駆除業務を実施し、被害

防止対策の強化を図っております。

今後も関係機関と連携を図り、鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する

法律等に基づき、人畜被害を防止するため適切な処置を実施してまいり

ます。

次に、漁業関係について申し上げます。

基幹産業であるホタテ貝養殖漁業は、令和４年度の生産量は約１５,

７０６トンとなり、前年度に比較し９０３トンの減となりましたが、生

産額では５５億８,３７６万円となり、前年度と比較し７億９,２５４万

円の増となっております。この要因として海外輸出が好調でホタテ貝単

価が上昇したためと考えられます。

渡島北部地区水産技術普及指導所が、本年３月に長万部町海域のホタ

テ稚貝の生育等を調査した結果、正常貝は約９９パーセントとなり、例

年と比較して良好な生育状況となっております。

次に、商工観光労政関係について申し上げます。

中小企業を取り巻く環境は、新型コロナウイルス感染症による影響か

ら立ち直りつつあるものの、国際情勢の変化や物価高騰により、厳しい

状況が続いており、今後の経営不安の解消と事業経営の安定化を図るた

め、中小企業特別融資資金の貸付けを関係機関と連携して実施している

ほか、さらなる支援方策として昨年度に引き続き、商工事業者経営改善

等支援事業を実施するため、関連する費用について補正予算を本定例会

に提案いたしております。

観光振興では、引き続き長万部町、豊浦町、黒松内町の３町連携によ

る「はしっこ同盟」による広域連携事業を中心とした活動・取組も一層

強化してまいります。

また、長万部観光協会では、ＪＲ長万部駅構内に設置している観光案

内所「インフォまんべ」を拠点に、町の観光情報を発信するとともに、
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積極的な観光客の誘致に努めております。さらに、町を訪れる多くの観

光客のみなさまへ長万部温泉や二股ラジウム温泉、飲食店の紹介をはじ

め町内の観光情報を提供しております。今後、さらなる事業の展開・拡

大・充実が期待されます。

なお、本町の経済活性化の一環であります合宿等誘致事業は、新型コ

ロナウイルス感染症の法律的な取り扱いが変更になったため、温泉利用

組合と連携し、受入の調整を行っていきたいと考えております。

次に、建設関係について申し上げます。

建築事業では、各公共施設や町営住宅の修繕工事について、計画的に

実施しております。

土木事業では、カマツオナイ橋修繕工事を７月31日までの工期で発注

しております。

道路維持関係では、町道浅見線災害復旧工事を８月31日までの工期で、

町道中山大通線外舗装補修工事を11月17日までの工期で発注しておりま

す。その他、町道及び河川の維持補修等につきましては、計画的に実施

しております。

公園関係では、あやめ公園パークゴルフ場は４月14日に、長万部公園

キャンプ場は４月21日にオープンしたところであります。

次に、公共下水道事業について申し上げます。

下水道ストックマネジメント計画に基づく公共下水道根幹的施設の建

設工事は、昨年度より引き続き日本下水道事業団へ２カ年工事を委託し

ており、令和６年３月29日までの工期で施工中であります。

次に、病院事業について申し上げます。

新型コロナウイルス感染症につきましては、令和５年５月８日から感

染症法上の位置付けが「５類感染症」となりましたが、患者間の接触を

避けるため、発熱外来を継続して開設しております。

町民のみなさまには感染拡大防止のための措置とご理解をいただき、

町広報等を確認のうえ受診いただきますようご協力をお願いいたします。



- 10 -

次に、教育関係について申し上げます。

長万部高等学校制服購入費補助は、新入学生の保護者１７名から申請

があり、９０万５,５６０円を４月25日に委任払いにより制服納入業者

に支出しております。また、長万部高等学校通学費補助は、国縫、中ノ

沢、黒松内町、八雲町及び森町の通学者１９名から申請があり、１７１

万５２０円の支給を予定しております。

国公立大学及び東京理科大学生に対する奨学金の給付や貸付けは、国

公立大学生３名から申請があり、奨学金運営委員会を開催し奨学金の決

定をしております。

次に、消防関係について申し上げます。

今年５月末現在の火災件数は１件で、豊野牧草地で枯れ草火災が発生

しております。

救急件数は１４２件で、急病が６３件、交通事故が１０件、一般負傷

が１８件、その他転院搬送などが４６件で、ドクターヘリによる搬送は

５件となっております。

火災予防につきましては、春の全道火災予防運動期間中、署員による

防火広報、ホテルや大型店舗など不特定多数の方が出入りする施設の防

火査察を実施いたしました。

消防団の状況につきましては、３月31日付けで団員４名が退団、４月

１日付けで１名が入団し、現在の団員数は、基本団員が１０３名、女性

団員が１３名、機能別団員が２０名で、現在１３６名となっております。

また、災害対応特殊救急自動車購入の入札を５月25日に行いましたの

で、地方自治法の規定に基づき、本定例会に財産の取得について提案い

たしております。

終わりに、本定例会に提案した議案は、条例の制定や一部改正、財産

の取得、一般会計補正予算など１８件となっております。

議案上程の都度、担当説明員から説明させますので、よろしくご審議

くださるようお願い申し上げ、行政報告を終わります。


